
調 査 ・ 研 修 等 計 画 届 出 書 

 

令和 7年 9月 29 日 

瀬戸市議会議長 様 

                                 

    議員名 中川昌也 

 

 政務活動 として、下記のとおり調査・研修等を実施いたします。 

 

記 

期 日 令和 7年 10 月 20 日から 10 月 21 日まで（1泊 2日） 

調査先・研修名 

１、不登校・ひきこもり支援に求められる居場所づくり  

２、成果連動型民間委託契約方式（PFS）を活用した認知症 

  検診事業について                

会場名（会場所在地） 
１、としま区民センター（東京都豊島区東池袋 1-20-10） 

２、文京区役所（東京都文京区本郷 4-15-14） 

調査・研修の目的 

（今回の調査・研修に係

る瀬戸市・自己の現状と

課題を踏まえて） 

１、不登校・ひきこもり支援に求められる居場所づくり 

瀬戸市の不登校児童生徒数は、全国平均と比較しても高い状

態で推移しており、不登校児童生徒の支援は喫緊の課題であ

る。令和５年度から市内４中学校に子供の居場所「せとここ

“ほっと”ルーム」を設置し支援の拡大を図っているが、川

崎市の先進事例を学び、本市に反映できる事を学ぶため 

 

２、成果連動型民間委託契約方式（PFS）を活用した認知症

検診事業について 

文京区で、民間企業との委託契約により認知症検診事業は、

官民一体で社会的課題の解決を目指す新たな仕組みとして、

委託契約の一部に成果連動型民間委託契約方式（PFS）を導

入し、民間独自の取組みを入れることで、より成果の高い事

業の実現を目指されており、瀬戸市でもこの事業を取り入

れ、認知症の人と家族が安心して暮らせるまちづくりを推進

するため。 

議長名の依頼 要 ・ 不要 

依頼先（名称） 

２.文京区議会議長 

同行者名 

なし 

※行程表を添付してください。 



調 査 ・ 研 修 等 報 告 書 

 

令和７年１０月２８日 

瀬戸市議会議長 様 

 

                             議員名 中川昌也           

 

政務活動として、下記のとおり調査・研修等を実施したので報告します。 

記 

期 日 令和 7年 10 月 20 日から 10 月 21 日まで（1泊 2日） 

調査先・研修名 不登校・ひきこもり支援に求められる居場所づくり 

会場名（会場所在地） としま区民センター（東京都豊島区東池袋 1-20-10） 

調査・研修の目的 

（今回の調査・研修に係

る瀬戸市・自己の現状と

課題を踏まえて） 

瀬戸市の不登校児童生徒数は、全国平均と比較しても高い状

態で推移しており、不登校児童生徒の支援は喫緊の課題であ

る。 令和５年度から市内４中学校に子供の居場所「せとこ

こ“ほっと”ルーム」を設置し支援の拡大を図っているが、

川崎市の先進事例を学び、本市に反映できる事を学ぶため 

 

調査先の事業の現状・課題 ／ 研修で学んだこと・キーワード等 

・川崎市では、３９年前から不登校・ひきこもりの子ども・若者の居場所づくりに

関わっていた。 

・「川崎市子ども夢パーク」が 2003 年にオープン 

・小学１年生から中学３年生までの９年間でいじめが１番多く報告されているの

が、小学２年生である。 

・いじめの認知件数は小学生で５８万件（2023 年度） 

・不登校児童生徒数 ３５万人（2024 年 10 月 文部科学省発表） 

・子どもの自死 2024 年 529 人（小学生 15 人 中学生 163 人 高校生 351 人） 

・おとなの「不安」が子どもの「自身」を奪う。 

・子どもを取り巻く環境で、格差が拡大している。 



調査先（主な質疑・応答内容） ／ 研修（受講後の感想） 

Q、いじめが起こっている学年は 

A、第一位 小学２年生  第二位 小学３年生  第三位 小学１年生 

 

Q、いじめで重大事態の件数は 

A、1306 件（内 648 件は生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがある。） 

 

Q、川崎市子ども夢パークで、大きな成果をあげた点について 

A、調理室を市に作っていただき、毎日子ども達が調理をし、生き甲斐に繋がった。 

 

Q、フリースペースたまり場の理念は 

A、「生きている」ただそれだけで祝福される。 

 

受講後の感想は、不登校になる原因は様々あり、家庭環境の問題も要因のひとつ

でもあることを理解しました。不登校児童生徒を学校復帰させることが第一と考え

られていたが、目先の復帰にこだわらない考え方も重要であることも理解しまし

た。不登校・ひきこもり支援については、何もしなくてよい居場所作りが最重要で

あり、瀬戸市も学校復帰を第一としない方向性を取っていく事が肝要であると感じ

ました。 

調査・研修の成果・考察 

（瀬戸市への反映・自己の能力開発への寄与等） 

・「これくらいできてあたりまえでしょ」「なんでこんなこともできないの」 

「ふつうこれくらいできるでしょ」・・・等々の言葉を子どもに使っている状況を

改善しなければならない。 

 

・教育委員会は、不登校児童生徒の学校復帰を第一に考えているが、学校教育にこ

だわらない場所が必要である。 

 

・大人が「やらせたいこと」で、子どもの時間が削られており、子どもが「やって

みたいこと」にのめり込む自由な時間を作らなければならない。 

 

・不登校・ひきこもりを減少させるには、親を支える支援策が重要である。 

 

・文部科学省は、不登校児童生徒に対し、目先の学校復帰にこだわらない考え方に

変わった。 

 

・子どもに何もしなくてよい居場所作りを保障する事が大切である。 



調 査 ・ 研 修 等 報 告 書 

 

令和７年１０月２８日 

瀬戸市議会議長 様 

 

                             議員名 中川昌也            

 

政務活動として、下記のとおり調査・研修等を実施したので報告します。 

記 

期 日 令和 7年 10 月 20 日から 10 月 21 日まで（1泊 2日） 

調査先・研修名 
成果連動型民間委託契約方式（PFS）を活用した認知症検診

事業について  

会場名（会場所在地） 文京区役所（東京都文京区本郷 4-15-14） 

調査・研修の目的 

（今回の調査・研修に係

る瀬戸市・自己の現状と

課題を踏まえて） 

文京区で、民間企業との委託契約により認知症検診事業は、

官民一体で社会的課題の解決を目指す新たな仕組みとして、

委託契約の一部に成果連動型民間委託契約方式（PFS）を導

入し、民間独自の取組みを入れることで、より成果の高い事

業の実現を目指されており、瀬戸市でもこの事業を取り入

れ、認知症の人と家族が安心して暮らせるまちづくりを推進

するため。 

調査先の事業の現状・課題 ／ 研修で学んだこと・キーワード等 

・早い年代（５５歳）から認知症のフォローを行う。 

・検診事業に関する予算は、東京都と国の補助金でほぼ賄える。（約 2500 万円） 

・PFS 事業のデメリットは特になし。 

・受診者数の増加が成果としてあった。 

・令和４年、５年、６年は集団検診としての会場設営であったが、令和７年度から

は医療機関での個別検診へ変更した。 

・PFS 事業は、支払額を成果指標の改善状況に連動させるもので、委託事業者独自

に企業努力がなされる事がメリットである。 

・受診者アンケートによると、認知症を「自分事」として捉えることができたとの

回答が多数寄せられ、効果がある。 



調査先（主な質疑・応答内容） ／ 研修（受講後の感想） 

Q、PFS 活用のきっかけは 

A、検診事業が PFS になじみやすく、活用しやすかった。 

 

Q、パートナー企業にエーザイ㈱を選んだ理由は 

A、平成２７年より、協力関係にあったから。 

 

Q、PFS 事業の効果をどれくらい見込まれたのか 

A、受診率を目標設定とし、PFS 事業を開始する以前の受診率が 6.5％であったので、

3％をプラスし、9.5％の受診率を設定した。 

 

Q、認知症検診事業の課題は 

A、成果指標をアウトプットで設定しているが、アウトカムを意識したものにすべ

きである。 

 

研修を終えて、認知症検診事業を PFS 事業として瀬戸市に導入し、無料検診を早

期から実施すべきであると感じました。なぜなら、認知症の方やそのご家族が安

心・安全に暮らしていけるよう、認知症の早期受診を支援する必要性があるから。 

調査・研修の成果・考察 

（瀬戸市への反映・自己の能力開発への寄与等） 

・PFS 事業は、民間事業者が事業目標の達成に向けて、創意工夫が講じられ、行政

だけで決めた実施方法より、行政課題が効果的に解決され、市民満足度が向上する

ので、PFS 事業を本市も用いるべきであります。 

 

・PFS 事業は、全国的に活用されており、一番のメリットである、成果連動払いに

よる費用対効果が図られものであります。 

 

・認知症は、診断技術が近年大きく進歩して、軽度の症状の段階で診断できるよう

になってきており、発症前の段階である軽度認知障害を発見して適切な治療を行う

事で、アルツハイマー型認知症自体の発症を遅らせる効果も期待できると共に、他

のタイプの認知症でも、早期発見によって進行を遅らせることができることもあ

り、認知症の治療効果は発見が早ければ早いほど高くなるとされているので、本市

においても認知症無料診断を導入すべきである。 

 

・瀬戸市も認知症を「自分事」として考え、様々な対応策を推し進めるべきである。 

 



7 瀬戸市 愛環 片道 高蔵寺 6.2 ㎞ 330 円 円

年 高蔵寺 JR 片道 名古屋 24 ㎞ 6,600 円 円

10 名古屋 新幹線 片道 東京 366 ㎞ 円 4,920 円

月 東京 JR 片道 池袋 12.3 ㎞ 円 円

20 池袋 JR 片道 西日暮里 6 ㎞ 円 円

日 西日暮里 地下鉄 片道 北千住 4.3 ㎞ 180 円 円

円

21,130 円

7 北千住 地下鉄 片道 後楽園 11 ㎞ 210 円 円

年 後楽園 地下鉄 片道 東京 3.9 ㎞ 180 円 円

10 東京 新幹線 片道 名古屋 366 ㎞ 6,600 円 4,920 円

月 名古屋 新幹線 片道 高蔵寺 24 ㎞ 円 円

21 高蔵寺 JR 片道 瀬戸市 6.2 ㎞ 330 円

日 ㎞ 円 円

円

小計 12,240 円

㎞ 円 円

年 ㎞ 円 円

㎞ 円 円

月 ㎞ 円 円

㎞ 円 円

円

パック等による割引など 小計　　　 0 円

円

交通費　合計

円 24,270 円 円

日付

宿泊先名称

交通
手段 到着駅

TEL

出発駅

備考欄

片道
/

往復

アーバイン東京上野北千住

運賃
到着駅 距離

宿泊料金

33,370

日付 出発駅
片道

/
往復

日

片道
/

往復
距離日付 出発駅

宿泊費　合計

9,100

到着駅

宿泊先名称

備考欄

申請額合計
（宿泊費+交通費-割引代）

TEL 宿泊料金

宿泊料金

交通費

運賃

特急料金　等

備考欄

行程表

宿泊先名称

※往復利用の場合は、往復料金を入力してください。

運賃

TEL

交通
手段

乗り換え案内ジョルダン　　　http://www.jorudan.co.jp/

03-5284-9970 9,100

特急料金 等
交通
手段

交通費

特急料金　等

交通費

距離

http://www.jorudan.co.jp/#

